




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   
〈
編
集
後
記
〉
博
多
人
形
が
つ
な
ぐ
夢
野
久
作
と
江
戸
川
乱
歩
川
　
崎
　
賢
　
子
2018年 3 月30日
た
か
ら
滅
多
に
会
う
機
会
は
も
て
な
か
っ
た
も
の
の
、
文
通
は
あ
り
、
乱
歩
に
人
形
を
送
っ
て
い
る
。
「
井
上
人
形
店
に
立
寄
り
、
旧
式
博
多
人
形
の
裏
に
、
江
戸
川
乱
歩
様
、
１
９
２
９
、
夢
野
久
作
と
か
く
」（「
夢
野
久
作
日
記
」
昭
和
四
年
一
月
十
八
日
）、「
乱
歩
氏
に
人
形
を
入
れ
て
送
る
箱
製
造
中
」（「
日
記
」
同
年
一
月
二
十
四
日
）
と
、念
入
り
な
贈
物
で
あ
っ
た
。
乱
歩
も
夢
野
も
、
い
ず
れ
も
た
だ
な
ら
ぬ
人
形
愛
の
作
家
た
ち
で
あ
り
、
ま
こ
と
に
似
つ
か
わ
し
い
や
り
と
り
で
、
贈
る
ひ
と
の
志
、
贈
ら
れ
た
ひ
と
の
よ
ろ
こ
び
が
し
の
ば
れ
る
。
　
夢
野
が
人
形
を
選
ん
だ
「
井
上
人
形
店
」
と
は
、
博
多
人
形
を
世
界
的
な
も
の
に
し
た
井
上
清
助
（
一
八
六
七
－
一
九
二
二
）
の
工
房
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
井
上
清
助
は
博
多
人
形
の
品
質
の
向
上
、
近
代
化
と
世
界
進
出
に
尽
く
し
て
博
多
人
形
界
を
牽
引
す
る
存
在
と
な
り
、
そ
の
工
房
に
は
名
人
と
う
た
わ
れ
た
小
嶋
与
一
（
一
八
八
六
－
一
九
七
〇
）
ら
も
籍
を
置
い
た
。
　
井
上
は
人
形
師
と
し
て
白
水
六
三
郎
ら
と
と
も
に
「
温
古
会
」
を
興
し
て
福
岡
に
お
け
る
南
画
の
革
新
者
と
し
て
知
ら
れ
る
上
田
鉄
耕
（
一
八
四
九
－
一
九
一
四
）
や
洋
画
家
の
矢
田
一
嘯
（
一
八
五
九
－
一
九
一
三
）
の
指
導
を
仰
い
だ
。
彼
ら
の
功
績
は
博
多
人
形
を
美
術
と
し
て
よ
り
す
ぐ
れ
た
も
の
に
し
た
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。
な
か
で
も
井
上
は
、
東
京
の
細
工
師
に
学
ん
で
人
形
制
作
の
工
程
を
分
業
制
に
す
る
な
ど
合
理
的
な
発
想
を
持
ち
、
何
よ
り
も
、
ア
イ
デ
ィ
ア
マ
ン
で
あ
っ
た
。
川
上
音
二
郎
一
座
の
演
目
に
合
わ
せ
た
芝
居
人
形
や
、
日
清
戦
争
時
の
池
燈
籠
の
戦
場
模
型
な
ど
、
全
国
各
地
の
博
覧
会
や
共
進
会
、
さ
ら
に
は
中
国
上
海
の
日
清
貿
易
陳
列
所
へ
の
出
品
な
ど
、
果
敢
な
挑
戦
を
繰
り
返
し
た
。
福
岡
・
博
多
の
地
に
生
を
受
け
た
、
海
外
雄
飛
型
の
人
物
の
一
人
だ
。
井
上
清
助
ら
が
師
事
し
た
矢
田
一
嘯
は
、
洋
画
家
と
は
い
い
な
が
ら
、
活
人
画
や
パ
ノ
ラ
マ
に
才
能
を
発
揮
し
た
人
物
で
、
虎
ノ
門
の
工
科
大
学
校
（
現
・
東
京
大
学
工
学
部
）
に
お
け
る
日
本
初
の
活
人
画
の
背
景
（
一
八
八
〇
年
）、
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
お
け
る
日
本
初
の
パ
ノ
ラ
マ
館
「
上
野
パ
ノ
ラ
マ
館
」
に
お
け
る
「
明
治
元
年
奥
州
白
川
（
マ
マ
）
大
戦
争
図
」（
一
八
九
〇
年
）、
熊
本
に
設
立
さ
れ
た
九
州
パ
ノ
ラ
マ
館
「
西
南
戦
争
」（
一
八
九
四
年
）
で
名
を
挙
げ
て
い
た
。
福
岡
に
移
り
住
む
と
幾
多
の
元
寇
図
を
描
い
た
。
博
覧
会
、
パ
ノ
ラ
マ
と
い
う
新
し
い
視
覚
装
置
へ
の
関
心
が
、
井
上
と
矢
田
を
い
っ
そ
う
強
く
結
び
つ
け
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
博
多
人
形
は
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
も
出
品
さ
れ
て
い
る
。
矢
田
は
温
古
会
で
、
造
型
や
着
色
な
ど
に
つ
い
て
洋
画
の
依
拠
す
る
解
剖
学
を
紹
介
し
た
と
も
伝
え
ら
れ
る
。
　
解
剖
学
と
い
っ
た
、
人
体
へ
の
自
然
科
学
的
知
、
医
学
的
知
の
ま
な
ざ
し
は
、
井
上
清
助
の
博
多
人
形
工
房
の
仕
事
を
お
お
い
に
触
発
し
た
。
彼
は
福
岡
出
身
の
政
治
家
金
子
堅
太
郎
（
一
八
五
三
－
一
九
四
二
）
の
紹
介
で
人
類
学
者
の
坪
井
正
五
郎
（
一
八
六
三
－
一
九
一
三
）
に
師
事
し
、人
類
学
者
松
村
瞭
（
一
八
八
〇
－
一
九
三
六
）、
国
文
学
者
関
根
正
直
（
一
八
六
〇
－
一
九
三
二
）
ら
の
監
修
を
得
て
、
解
剖
学
的
知
見
と
民
族
学
的
知
見
を
併
せ
持
つ
「
世
界
人
類
風
俗
人
形
」
シ
リ
ー
ズ
や「
日
本
歴
代
服
飾
模
型
」シ
リ
ー
ズ
、「
世
界
風
俗
陶
板
」
シ
リ
ー
ズ
、「
日
本
帝
国
人
種
模
型
」
シ
リ
ー
ズ
を
次
々
に
発
表
し
た
。
た
と
え
ば「
世
界
人
類
風
俗
人
形
」に
は
、「
日
本
の
男
性
」「
日
本
の
女
性
」「
琉
球
の
男
性
」
「
琉
球
の
女
性
」「
ア
イ
ヌ
の
男
性
」「
ア
イ
ヌ
の
女
性
」「
朝
鮮
の
男
性
」「
朝
鮮
の
女
性
」
「
中
国
の
男
性
」「
中
国
の
女
性
」「
台
湾
の
男
性
」「
台
湾
の
女
性
」
な
ど
が
列
挙
さ
れ
、
こ
の
時
代
の
解
剖
学
や
人
類
学
の
ま
な
ざ
し
が
帝
国
主
義
的
な
世
界
像
と
と
も
に
あ
っ
た
こ
と
、
博
覧
会
は
帝
国
列
強
が
そ
の
植
民
地
世
界
の
文
物
を
差
別
化
し
陳
列
す
る
空
間
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
い
起
こ
さ
せ
る
。「
世
界
人
類
風
俗
人
形
」
は
一
九
〇
〇
年
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
出
品
さ
れ
、
現
在
は
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
も
と
よ
り
万
国
博
覧
会
に
は
「
人
種
博
覧
会
」
と
し
て
「
原
住
民
」
を
展
示
す
る
と
い
う
グ
ロ
テ
ス
ク
な
流
行
が
あ
り
、
生
身
の
人
間
を
展
示
す
る
代
わ
り
に
「
種
族
容
貌
の
異
同
を
示
す
」
人
形
を
用
い
て
「
歴
史
や
民
族
の
差
異
を
わ
か
ら
せ
る
」
と
い
う
展
示
方
法
は
、
よ
り
洗
練
さ
れ
た
趣
向
と
み
な
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
　
坪
井
正
五
郎
ら
の
解
説
書
付
き
の
「
世
界
人
類
風
俗
人
形
」
や
髪
型
、
服
飾
な
ど
の
人
形
標
本
は
、「
井
上
式
地
歴
標
本
」
と
し
て
全
国
の
学
校
で
教
材
に
採
用
さ
れ
た
。
こ
れ
2018年 3 月30日
　
日
本
語
の
小
説
を
原
文
で
読
め
る
よ
う
に
な
っ
て
初
め
て
手
に
し
た
江
戸
川
乱
歩
の
作
品
が
『
孤
島
の
鬼
』
で
あ
る
。 
昔
、『
芋
虫
』
の
フ
ラ
ン
ス
語
訳
を
読
ん
で
大
き
な
衝
撃
を
受
け
て
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
入
手
で
き
る
乱
歩
作
品
は
す
べ
て
読
ん
で
い
た
が
、
初
め
て
原
文
を
読
ん
だ
時
、
不
思
議
な
こ
と
に
言
語
が
変
わ
っ
て
も
特
に
違
和
感
を
感
じ
ず
、
同
じ
気
持
ち
で
乱
歩
の
奇
妙
な
世
界
へ
引
き
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
き
っ
と
、
ジ
ャ
ン
＝
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ブ
ー
ヴ
ィ
や
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
・
マ
キ
ノ
・
フ
ァ
イ
ヨ
ー
ル
の
翻
訳
力
の
お
か
げ
で
あ
ろ
う
。
　
探
偵
小
説
や
見
世
物
の
世
界
、
そ
し
て
エ
ロ
グ
ロ
な
要
素
な
ど
、
江
戸
川
乱
歩
の
作
品
の
さ
ま
ざ
ま
な
特
徴
が
集
結
さ
れ
て
い
る
『
孤
島
の
鬼
』
は
個
人
的
に
と
て
も
好
き
な
作
品
で
、 
Ｗ
Ｏ
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｔ
社
の
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ブ
リ
ュ
マ
ン
に
こ
の
小
説
の
素
晴
ら
し
さ
に
つ
い
て 
話
し
て
い
た
ら
、
突
然
「
翻
訳
し
て
み
な
い
か
？
」
と
聞
か
れ
た
。
そ
の
時
は
、そ
ん
な
恐
れ
多
い
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
思
っ
た
が
、
物
語
の
中
心
に
あ
る
秀
ち
ゃ
ん
の
書
い
た
日
記
が
と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い
た
。遠
い
島
の
蔵
か
ら
出
た
こ
と
が
な
く
、
歌
を
教
え
に
来
る
爺
と
ご
飯
を
運
び
に
来
る
啞
の
女
性
以
外
、
誰
と
も
会
っ
た
こ
と
が
な
い
少
女
が
書
い
た
日
記
は
と
て
も
奇
妙
で
、
こ
の
不
思
議
さ
を
翻
訳
す
る
の
は
と
て
も
興
味
深
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
よ
う
に
思
え
、
結
局
『
孤
島
の
鬼
』の
フ
ラ
ン
ス
語
出
版
に
あ
た
っ
て
ス
ロ
コ
ン
ブ
都
　
翻
訳
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
し
た
。
　
フ
ラ
ン
ス
語
は
女
性
名
詞
と
男
性
名
詞 
が
区
別
さ
れ
て
い
る
が
、
秀
ち
ゃ
ん
の
双
子
の
兄
弟
の
吉
ち
ゃ
ん
が
男
性
で
あ
る
こ
と
は
す
ぐ
に
は
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
の
で
、効
果
を
フ
ラ
ン
ス
語
で
保
つ
よ
う
、
い
ろ
い
ろ
と
手
探
り
を
重
ね
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
　
他
に
も
様
々
な
難
点
が
あ
っ
た
が
、
い
ろ
い
ろ
と
悩
み
な
が
ら
翻
訳
を
無
事
終
え
、
本
が
出
版
さ
れ
た
。
　
Ｗ
Ｏ
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｔ
社
が
出
し
て
い
る
本
の
一
つ
の
特
徴
は
、
表
紙
を
漫
画
家
や
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
に
書
き
下
ろ
し
を
描
い
て
も
ら
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。『
孤
島
の
鬼
』
は
誰
に
お
願
い
し
よ
う
か
と
考
え
た
時
、
す
ぐ
に
丸
尾
末
広
氏
の
名
前
が
浮
か
ん
だ
。
丸
尾
末
広
の
作
品
の
中
に
は
昔
か
ら
江
戸
川
乱
歩
的
な
要
素
が
現
れ
て
お
り
、
最
近
は
『
パ
ノ
ラ
マ
島
綺
譚
』
や
『
芋
虫
』
な
ど
の
作
品
を 
漫
画
化
さ
れ
て
い
る
。
10
年
以
上
前
か
ら
丸
尾
末
広
の
作
品
を
翻
訳
し
て
お
り
、
交
流
が
あ
っ
た
た
め
、
連
絡
し
て
み
た
ら
、
嬉
し
い
こ
と
に
快
く
承
諾
い
た
だ
い
た
。『
孤
島
の
鬼
』
の
フ
ラ
ン
ス
語
版
が
好
評
で
あ
っ
た
こ
と
に
関
し
て
、
丸
尾
末
広
の
カ
バ
ー
イ
ラ
ス
ト
も
大
き
な
影
響
が
あ
っ
た
と
思
う
。ま
た
、
江
戸
川
乱
歩
を
、
こ
の
本
を
通
し
て
初
め
て
知
っ
て
興
味
を
出
し
た
、
と
い
う
声
を
聞
く
を
通
し
て
博
多
人
形
が
全
国
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
も
い
わ
れ
る
。
　
夢
野
久
作
日
記
に
わ
ざ
わ
ざ
「
旧
式
博
多
人
形
」
と
断
っ
て
い
る
の
は
「
井
上
式
」
の
標
本
人
形
と
は
違
う
と
い
う
区
別
か
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
旧
江
戸
川
乱
歩
邸
が
所
蔵
す
る
人
形
は
、
歯
並
び
な
ど
過
度
に
リ
ア
ル
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
履
物
の
底
に
は
「
夢
野
久
作
」
と
彫
ら
れ
て
い
る
。　
　
乱
歩
か
ら
は
二
月
二
十
一
日
付
、
平
井
太
郎
名
で
人
形
の
礼
状
が
届
け
ら
れ
て
い
る
。
戸
塚
時
代
に
は
玄
関
に
飾
ら
れ
て
い
た
と
聞
く
。
川
崎　
賢
子
た
び
、嬉
し
い
思
い
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。
２
０
１
６
年
に
は
パ
リ
で
江
戸
川
乱
歩
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た
り
、
フ
ラ
ン
ス
で
い
ろ
い
ろ
と
話
題
に
な
っ
た
が
、
今
後
も
江
戸
川
乱
歩
の
作
品
と
そ
の
世
界
観
の
素
晴
ら
し
さ
に
興
味
を
出
し
て
く
れ
る
フ
ラ
ン
ス
人
が
増
え
る
こ
と
を
祈
る
。
ス
ロ
コ
ン
ブ
都
